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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第３部門第３区分
【発行日】平成26年7月31日(2014.7.31)

【公開番号】特開2012-52095(P2012-52095A)
【公開日】平成24年3月15日(2012.3.15)
【年通号数】公開・登録公報2012-011
【出願番号】特願2011-139046(P2011-139046)
【国際特許分類】
   Ｃ０９Ｄ  11/00     (2014.01)
   Ｃ０９Ｃ   3/08     (2006.01)
   Ｃ０９Ｃ   1/58     (2006.01)
   Ｂ４１Ｍ   5/00     (2006.01)
   Ｂ４１Ｊ   2/01     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｃ０９Ｄ  11/00    　　　　
   Ｃ０９Ｃ   3/08    　　　　
   Ｃ０９Ｃ   1/58    　　　　
   Ｂ４１Ｍ   5/00    　　　Ｅ
   Ｂ４１Ｊ   3/04    １０１Ｙ

【手続補正書】
【提出日】平成26年6月18日(2014.6.18)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　自己分散顔料、及び、塩を含有するインクジェット用のインクであって、
　前記自己分散顔料は、水素結合性を有する基及び２つのホスホン酸基を少なくとも含む
官能基が粒子表面に結合している顔料であり、かつ、該２つのホスホン酸基のカウンター
イオンがＫ+及びＮＨ4+の少なくとも一方を含み、
　前記塩は、Ｋ+及びＮＨ4+の少なくとも一方のカチオンと、Ｃｌ-、Ｂｒ-、Ｉ-、ＣｌＯ
-、ＣｌＯ2-、ＣｌＯ3-、ＣｌＯ4-、ＮＯ2-、ＮＯ3-、ＳＯ4

2-、ＣＯ3
2-、ＨＣＯ3

-、Ｈ
ＣＯＯ-、（ＣＯＯ-）2、ＣＯＯＨ（ＣＯＯ-）、ＣＨ3ＣＯＯ-、Ｃ2Ｈ4（ＣＯＯ-）2、Ｃ

6Ｈ5ＣＯＯ-、Ｃ6Ｈ4（ＣＯＯ-）2、ＰＯ4
3-、ＨＰＯ4

2-、及びＨ2ＰＯ4
-からなる群から

選ばれる少なくとも１種のアニオンとが結合して構成され、
　インク中のカチオン濃度が０．０４ｍｏｌ／Ｌ以上であり、
　インクの１５質量％を蒸発させて得られた液体の２５℃における粘度が３．５ｍＰａ・
ｓ未満であることを特徴とするインク。
【請求項２】
　前記官能基が、－ＣＱ（ＰＯ3〔Ｍ1〕2）2（式中のＱは、水素原子、Ｒ、ＯＲ、ＳＲ、
及びＮ（Ｒ）2のいずれかであり、該Ｒは、それぞれ独立に、水素原子、アルキル基、ア
シル基、アラルキル基、及びアリール基のいずれかである。式中のＭ1はそれぞれ独立に
、Ｈ、Ｋ、及びＮＨ4のいずれかであり、かつ、Ｋ及びＮＨ4の少なくとも一方を含む。）
の構造を含む請求項１に記載のインク。
【請求項３】
　前記官能基におけるＱが、水素原子である請求項２に記載のインク。
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【請求項４】
　前記水素結合性を有する基が、アミド基、アミノ基、ケトン基、エステル基、及びヒド
ロキシ基からなる群から選ばれる少なくとも１種である請求項１乃至３のいずれか１項に
記載のインク。
【請求項５】
　前記水素結合性を有する基が、アミド基である請求項１乃至４のいずれか１項に記載の
インク。
【請求項６】
　前記自己分散顔料に結合している官能基の導入量が、０．３８ｍｍｏｌ／ｇ以下である
請求項１乃至５のいずれか１項に記載のインク。
【請求項７】
　前記自己分散顔料に結合している官能基の導入量が、０．１０ｍｍｏｌ／ｇ以上である
請求項１乃至６のいずれか１項に記載のインク。
【請求項８】
　前記塩を構成するアニオンが、Ｃ2Ｈ4（ＣＯＯ-）2、Ｃ6Ｈ4（ＣＯＯ-）2、及びＳＯ4

2

-からなる群から選ばれる少なくとも１種である請求項１乃至７のいずれか１項に記載の
インク。
【請求項９】
　インク中のカチオン濃度が、０．０９ｍｏｌ／Ｌ以下である請求項１乃至８のいずれか
１項に記載のインク。
【請求項１０】
　インク中の前記自己分散顔料の含有量が、０．１質量％以上１５．０質量％以下である
請求項１乃至９のいずれか１項に記載のインク。
【請求項１１】
　インク中のＫ+及びＮＨ4+の濃度の合計が、インク中のアルカリ金属イオンとアンモニ
ウムイオンの濃度の合計に対して、モル換算で７３％以上である請求項１乃至１０のいず
れか１項に記載のインク。
【請求項１２】
　さらに、ポリオキシエチレンアルキルエーテルを含有する請求項１乃至１１のいずれか
１項に記載のインク。
【請求項１３】
　前記ポリオキシエチレンアルキルエーテルの、グリフィン法により求められるＨＬＢ値
が１３以上２０以下であるとともに、アルキル基の炭素原子数が１２以上２０以下である
請求項１２に記載のインク。
【請求項１４】
　インク中の前記ポリオキシエチレンアルキルエーテルの含有量が、０．０５質量％以上
１．０質量％以下である請求項１２又は１３に記載のインク。
【請求項１５】
　最大泡圧法により２５℃において測定される、前記インクの寿命時間５０ｍ秒における
動的表面張力が、４０ｍＮ／ｍ以上である請求項１乃至１４のいずれか１項に記載のイン
ク。
【請求項１６】
　インクと、前記インクを収容するインク収容部とを備えたインクカートリッジであって
、
　前記インクが、請求項１乃至１５のいずれか１項に記載のインクであることを特徴とす
るインクカートリッジ。
【請求項１７】
　インクをインクジェット方式の記録ヘッドから吐出させて記録媒体に画像を記録するイ
ンクジェット記録方法であって、
　前記インクが、請求項１乃至１５のいずれか１項に記載のインクであることを特徴とす



(3) JP 2012-52095 A5 2014.7.31

るインクジェット記録方法。
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